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財団からのお知らせ 

■対   象：県内の NPO 法人、民間団体およびグループ、商業法人等 

■対 象 事 業：新たな事業展開を図る活動 （※公益重視型と経済振興型の 2 タイプ） 

■助 成 率：対象経費の 2/3 以内 

■助 成 期 間：1 年または 2 年 

■助成限度額：50 万円以上 200 万円以下 

■審 査 方 法：審査会（公開プレゼンテーション）8 月頃 審査のポイント 

＊会場や内容などの詳細は、ホームページをご覧ください。  

◎地域の課題解決や地域活性化につながる事業か! 
◎事業計画がしっかりしていて、実現可能性が⾼いか! 
◎事業を遂⾏するための組織運営能⼒、知識、経験、ネッ

トワークがあるか! 
◎わかりやすく、熱意・説得⼒のある申請書類・プレゼン

テーションであるか! 

地域づくり応援助成事業の今年度 1 回⽬の〆切が迫っています！ 
申請を検討しているけれどまだ⼀度も相談していない…という⽅は、
お早⽬にご相談ください！

■対   象：県内の NPO 法人、民間団体およびグループ、商業法人等 

■対 象 事 業：団体の立ち上がり期の活動や新規の活動 

■助 成 率：対象経費の 2/3 以内 

■助 成 期 間：1 年 

■助成限度額：20 万円以上 50 万円以下 

■審 査 方 法：書類審査（8 月頃） 

今月の和歌   うにょうにょと きらきら光る 宝物 土から作る ミミズと共に（島根県出雲市 澤野真利子さん） 
                                                    第 3 回農業・農村はかっこいい！和歌募集 優秀賞作品

＜ 昨年度の実績 ＞ 

第 2 回の立上げ支援申請は 12/14〆切予定です！ 

例えばこんな活動に 

先輩ＵＩターン者による、地元情報を気軽に聞ける座談会。 
地域の歴史を知る、街歩きなど… 

地域住⺠とＵＩターン者との交流 
地域を知るための体験活動等 

※詳しくはフレフレしまね「地域活動支援メニュー」をご覧ください https://furefure-shimane.jp/support/ 

地域住民の交流活動をお手伝いします！

第 2 回の事業化支援申請は 11/30〆切予定です！

 

申請 9 件

採択 7 件

申請 13 件

採択 12 件

第 1 回 

第 2 回 

■対   象：事業を行う島根県内の地域住民団体等 

■対 象 事 業：島根県にＵＩターンされた方が地域に根差し、住民と共に 

地域を盛り上げていけるよう、交流を企画・運営する事業 

■助 成 額：１地域住民団体あたり上限 10 万円 

（ただし、原則参加者１人あたり上限１万円） 

書類は、提出して終わりではありません。定住財団スタッフと 

さらにブラッシュアップしていきましょう！

公益重視型 
地域課題の解決、文化やコミュニ 

ティ、安心安全の向上のための活動 

経済の域内循環や販路開拓促進

等、活力ある地域づくり活動 経済振興型 



■締 切 日：平成 30 年 6 月 30 日（土）当日消印有効  

■対   象：社会福祉法人、特定非営利活動法人等の非営利法人、

及び任意団体等または研究グループ（5 人以上） 

■対象事業：障がい児者に関する先駆的・開拓的な事業及び研究 

■助成金額：事業助成 20 万円以上 100 万円（上限） 

研究助成 100 万円（上限）  

●問合せ先：（公財）みずほ福祉助成財団 

TEL：03-3596-5633 FAX：03-3597-2137 

https://www.shimane-ikiiki.jp/subsidies/3854 

■締 切 日：平成 30 年 6 月 30 日(土)  

■対   象：全国の民間、公共の各種団体 

■対象事業：緑豊かな都市環境の形成を図ると共に、生活の質の向上

やコミュニティの醸成等に役立つことを願うプランを支援 

①シンボル・ガーデン部門（地域の活性化に寄与） 

②ポケット・ガーデン部門（身近な環境の改善に寄与） 

■助成金額：①800万円（上限）3件程度②100万円（上限）10件程度

●問合せ先：（公財）都市緑化機構内「緑の環境プラン大賞」事務局 

TEL：03-5216-7191  FAX：03-5216-7195 

https://www.shimane-ikiiki.jp/subsidies/3858 

■締 切 日：平成 30 年 6 月 30 日（土） 必着 

■対   象：地域福祉活動を目的とするボランティアグループ・NPO  

■対象事業：①在宅高齢者または在宅障害者の自助・自立の意欲を

引出し、鼓舞するその他の生活支援に資する事業・費用

②在宅高齢者または在宅障害者の福祉に関する事業を

する為必要な機器、機材、備品等を整備する事業・費用 

■助成金額：10 万円～50 万円（上限） 

●問合せ先：太陽生命厚生財団 TEL：03-6674-1217 

https://www.shimane-ikiiki.jp/subsidies/3853 

■締 切 日：平成 30 年 7 月 4 日(水)  

■対   象：地域住民が自主的に結成し、運営している地域活動団体

や自治会・町内会、地域活動団体と積極的に連携し地域

づくりに取り組む企業、商店街、学校等。 

■対象事業：活動経験や知恵などのストーリーレポートを応募下さい。  

■表   彰：内閣総理大臣賞： 20 万円 内閣官房長官賞：10 万円

総務大臣賞：10 万円 主催者賞：5 万円（5 件） 

●問合せ先：（公財）あしたの日本を創る協会  

TEL：03-6240-0778 FAX：03-6240-0779  

https://www.shimane-ikiiki.jp/subsidies/3842 

■締 切 日：平成 30 年 7 月 9 日（月）消印有効 

■対   象：平成 30 年 11 月 1 日～31 年 10 月 31 日に国内で行わ

れるクラシック音楽を主体とする演奏活動、音楽普及活動

■対象事業：収益金を寄付する目的のチャリティ公演は対象外。クラシ

ック音楽が主体であれば、その他のジャンルの音楽を含む

活動、イベント企画も対象になります。  

■助成金額：全体で 1000 万円 ※昨年は 700 万円（12 企画）  

●問合せ先：サントリー芸術財団「音楽復興祈念賞」事務局 

TEL:03-3582-1355 FAX:03-3582-1350 

https://www.shimane-ikiiki.jp/subsidies/3851 

■締 切 日：平成 30 年 6 月 29 日（金） 

■対   象：助成を希望する保育所・放課後児童クラブ 

■対象事業：(1)休日・夜間保育事業、病児・病後児保育事業、延長

保育事業等に必要な施設の整備、備品の購入等に係る

費用(2)放課後児童クラブの受け皿拡大や質の向上に

必要な設備の整備・備品の購入等に係る費用 

■助成金額：(1)1 施設 35 万円（上限）(2)1 施設 20 万円（上限）  

●問合せ先：生命保険協会「子育てと仕事の両立支援」事務局 

TEL：03-3286-2643 

https://www.shimane-ikiiki.jp/subsidies/3847 

【スケジュール】 
10:00 開会 

10:10 眞知子農園見学・収穫 

11:00 講演 （講師：西村 眞知子氏） 

11:30 質疑応答 (眞知子農園で採れた野菜のランチ) 

13:00 閉会 

■開催日時：平成 30 年 7 月 18 日（水） 10:00～13:00 

■会   場：眞知子農園 （安来市宇賀荘町 24） 

■参加費用：1,500 円 

■対   象：しまね田舎ツーリズム実践者の方、行政・関係機関担当者・

関心のある方どなたでも 

■定   員：15 名※定員になり次第締め切ります。 

    
助成金・イベント情報 

詳しい情報は「島根いきいき広場」で検索 https://www.shimane-ikiiki.jp 

平成 30 年度  
「社会福祉助成事業」 

2018 年度  
社会福祉助成助成金 

サイト「島根いきいき広場」には助成金・イベント情報が盛りだくさん！  

一部を抜粋してお届けします。QR コードはこちら ☞ 

2018 年度 「子育てと仕事の 
両立支援に対する助成」 

都市の緑表彰・助成 

第 29 回 緑の環境プラン大賞 

しまね田舎ツーリズム 平成 30 年度 第 2 回 県内研修会             
「農業を通じた交流活動」 ～眞知子農園の取組みについて～     

 

●問合せ先：（公財）ふるさと島根定住財団 TEL:0852-28-0690 （桃井）   https://www.shimane-ikiiki.jp/events/3783 

田舎ツーリズム実践者で環境に配慮した農業振興を通じて地域活動を実践している眞知子農園さんに、農業体験を中心とした体験プログラム・取組

みについてお話しをしてもらいます。講演を聞きながら、眞知子農園の野菜をふんだんに使った料理をお楽しみください。 

平成 30 年度  
あしたのまち・くらしづくり活動賞 

第 7 回  ウィーン・フィル＆ 
サントリー 音楽復興祈念賞 

 

※当日は農園見学と収穫体験があります。汚れてもかまわない服装でお越しください。 
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